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Fig.2.標 準 添加 試験

時間 の明暗サイクル で飼 育した。実験 期 間 中

動物 は 自由に摂 水 、摂 餌 させ た。

市販 骨吸 収マーカー測 定キットでの定量 抗

CTX法 による定量 は、市販CTX定 量キットであ

るRatLapsELISA(NordicBioscience

Diagnostics)、 尿 中デ オキシピリジノリン定 量キ

ットであるオステオリンクスDPD(DSフ ァーマバ

イオメディカル)を 用 いた。

と 一致 した。また、抗CTX法 による定量 は、

RatLapsELISAや オステオリンクスDPD法 によ

る定量値 と良い相 関性 がみ られ た。したがって、

本研 究 で構 築 した 自作抗 体 を用いた競合

ELISAは 、魚類 のコラーゲンペプチ ド測 定 に応

川 ・∫能 であることが示唆 された。

考察

結果

抗CTX法 の構築 抗CTX抗 体を用いた競合

ELISA法(抗CTX法)の 感度は、〈0.2nMで あ

った。希釈依存性は高くなく、比較定 量のため

にはサンプルの希釈を 一定 にして測定する必

要があることが示された。標準添加試験におい

ては、スタンダードを加えた分だけ測定値が増

加しており、測定系として成立していることが示

された(図2)。

抗CTX法 の確 認 抗CTX法 によるShamマ

ウスとOVXマ ウスのCTXの 比 較 定した結果 、

OVXマ ウスにお けるCTX量 が有 意 に増 加 して

いた。このことは、CT解 析 による骨 密 度の結 果

本研究は、水産養殖 における魚類の品質評

価指標の構築を目的とし、競合ELISAで ある抗

CTX法 を構築した。抗原としては、Cテ ロペプチ

ドの多くの分子種を認識するためマウスコラーゲ

ンCテ ロペプチドの中心配列と考えられる

EKSQDGGRを 含む、ペプチド

(cys-DFsFLPQpPQEKsQDGGR)を 合成し、ウ

サギにて抗体を調製した。抗CTX法 の有用性

が確認されたため、本研究で構築 した自作抗体

を用いた競合ELISAは 、魚類コラーゲン分解物

の定量に応川 可能であることが示唆された。

今後、魚 血清等の体液(特 に水産養殖 にお

いて皮が弱いことが報告されているクロマグロ)

を川いて、そのコラーゲンの分解挙動を解析す

る予定である。
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